
重大事態発生時の対応の流れ

想定される重大事態

児童生徒がいじめを受けたことにより，

○ 児童生徒が自殺を企図した場合●●●●○ 身体に重大な傷害を負った場合

○ 金品に重大な被害を被った場合●●●●○ 精神性の疾患を発症した場合

○ いじめにより児童生徒が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いが

あると認めるとき（※「相当の期間」については，不登校の定義を踏まえて年間30日を目安とするが，日数だけ

でなく，個々の状況等を十分把握した上で判断する。）

などの状況となったこと

重大事態

発生

学 校

教育委員会

報告

学校
① 情報の収集と事実関係の整理

（校内設置のいじめ対策委員会の活用）

② いじめの概要について教育委員会に報告

教育委員会
① 学校への指導・支援

② 学校とともに情報の収集と事実関係の整理

指導

・支援

［新潟市教育委員会］

新潟市教育委員会
○ 新潟市いじめ防止対策等専門委員会への諮問

○ 資料の提供

諮問

新潟市いじめ防止対策等専門委員会
【重大事態の調査のために，教育委員会に設置】

○ 提供を受けた資料の審議

調査結果の報告（答申）

○ 答申の受理

報告

市 長 調査結果の検証の必要性について判断
必要と認める場合，新潟市いじめ問題調査点検委員会へ諮問する

新潟市いじめ問題調査点検委員会
【新潟市いじめ防止対策等専門委員会の調査

結果を検証するために，市長の下に設置】

調査結果の公平性・中立性に

ついて検証する

諮問

検証結果の報告（答申）

検証結果を市議会に報告

新潟市教育委員会

市 長
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